
平成30年4月19日（木）

（一社）鳥取県測量設計業協会

株式会社アーステクノ

代表取締役 白間 学



業務名称：精進川外堤防機能評価業務委託(その1)

業務箇所：米子市尾高外

履行期間：平成28年7月1日～平成28年12月24日

発 注 者：鳥取県 西部総合事務所所 米子県土整備局

河川砂防課

受 注 者：精進川外堤防機能評価業務委託(その1)

アース・泉共同企業体
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①業務内容

本業務は、現状の河川及び堤防の機能を評価した
ものです。

河川及び堤防の機能評価は、既往河川台帳及び地
形図を基に、概略現地踏査を行い現況河川堤防（築
堤or掘込）、河川距離標設置状況、河川改修状況等

を把握し、業務対象区域内の堤防評価を行う基礎資
料としたものです。



②高評価の要因

高評価の要因は、河川及び堤防の機能評価結果を
基に、ポイントとなる事項を的確に要約し、堤防評

価に繋げた点と考えます。

なお、洪水時の当該河川の河川氾濫危険度の設定
は、分かり易い河川危険度の情報とし、河川堤防の
調査解析は、切迫性に対応した避難勧告発令や避難
行動に活用できるものとしました。



③業務遂行上苦労・工夫した点

・苦労した点

精進川の河川計画断面が、0ｋ880～1ｋ400区間にお

いて不明であったことから、本業務において水深を算
出しました。

・工夫した点

本業務の堤防機能評価に関連する過年度業務成果を
収集・整理した。整理の方法は、既往資料を河川毎に
色・記号分けし「既往成果一覧図」を作成しました。



1/1

測量業務

UAV河川縦横断測量

作業計画

現地踏査 L=3.6km→9.6km

距離標設置測量

UAV撮影

３次元データ作成 オルソ画像作成まで

縦断図面作成

横断図面作成 間隔200m

打合せ協議 中間なし

設計業務

河川・堤防機能評価

計画準備

現地踏査

越水評価 流下能力評価

越水評価 降雨強度算出

堤防浸透流評価 浸透危険水位設定

堤防浸透流評価 パイピング危険個所抽出

堤防侵食評価

耐震評価 Ｈ－Ｑ式逆算

調書作成

報告書作成

打合せ協議 1
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数量総括表

名称等 名称等 単位
数量

摘要
当初 変更 増減

業務 1

業務 1

-28

0.76 0.40

0.76 0.40

8

1 0

0.40

0.40 0.40

0.24 0.24

2 2

0.40

中心線測量

縦断測量

横断測量

原地／平野

原地／平野

原地／平野

仮BM設置測量 原地／平野 km

-3.6

0 -21

原地／平野 点 36４級基準点測量

0

km2 0.36

km2 0.36



業務全体フローチャート 
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初業務計画書の作

 

 
 

照 査 ③ 
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選定上ポイントとなる事項を要約した概略踏査結果概要図を作成



過年度業務成果を収集・整理し、「既往成果一覧図」を作成した。





「異常箇所平面図」を作成し、さらに「問題箇所一覧図」を作
成し調査員に報告しました。



パイピング危険箇所

治水地形分類図(国土地理院発行)を参考にして、堤防下に旧河道又は透
水性の高い地質が存在する場合は「危険箇所あり」、存在しない場合は
「危険箇所なし」とする。

 

【根拠：既往浸透流解析結果、治水地形分類図より】 

① 佐陀川水系 佐陀川：既往浸透流解析結果より 

② 佐陀川水系 精進川：既往浸透流解析結果より 

③ 宇田川水系 天井川：治水地形分類図より危険箇所なし 

 



危険度マップ作成

国土地理院の1/25000 地図（数値地図25000）に左右岸別に「越
水」「浸透」「侵食」「耐震」の危険度（赤、黄、青）を図示し
た河川危険度マップを作成する。

なお、評価図は河川毎・評価毎に作成し、スケールはA3 に入る大
きさとなるよう適宜決定する。

作成する評価図

①越水評価（流下可能降雨強度）

②浸透評価（漏水危険水位とパイピング危険箇所を1 枚で表す）

③侵食評価（低水・高水護岸の危険側を表す）

④耐震評価（地震後の堤防高さ）







設計留意書 【情報提供、提案事項、創意工夫等】

1)既往河川台帳及び地形図を基に概略現地踏査を行い、現況河川堤防
の状況(築堤or堀込)、河川距離標設置状況、河川改修状況等を把握し、
本業務対象となる堤防評価を行う区間選定の基礎資料としている。

選定上ポイントとなる事項を要約した概略踏査結果概要図を作成しま
とめている。



2) 過年度業務成果を収集・整理し、河川ごとに位置が分か
る「既往成果一覧図」を作成している。



4)河川堤防評価調書作成時には、添付図面の配色、文字配
置等を見易いよう配慮している。



本業務帳票例



工程管理

業務スケジュール管理表を業務の進行に合わせて月末に作成し、履行
報告書を提出し、業務の円滑化を図っている。結果は概ね当初工程通
り完成している。





成果品の品質

当社は成果物の品質を確保するため、照査技術者がチェックリストを
用いて行う照査以外に、主要な区切り及び成果物の納入前に、第三者
の品質管理部の最終検査に合格したあとに納品する。

なお、検査は代表者の株式会社アーステクノが実施し、各部が作
成した照査リスト等により実施する。



1)照査時期

① 基本事項の決定時

② 設計方針，設計手法の決定時

③ 成果物納入前

2)照査事項

① 基本事項の決定に際し、現地の状況の他、基礎情報を収集し、把握して
いるかの確認を行い、その内容が適切であるかについて照査を行う。特に地
形，地質条件，土地利用，周辺整備などについては、設計の目的に対応した
情報が得られているかの確認を行う。(共通仕様書，特記仕様書との整合)
② 設計方針、及び設計手法が適切であるかの照査を行う。図面を基に、細
部条件，構造細目について確認を行う。

③ 成果物に対する人的検証、及び詳細設計照査要領等により、設計計算，
設計図，数量の正確性、及び整合性に着目し、照査を行う。
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